
巻 頭 言　　「世田谷」への誘い

研究室の窓からビルの狭間に富士山や箱根の連山が見える。四季折々に移り行く山並の風情や，夕
暮れに浮かび上がる富士の姿は都会の中に在っても美しい。山々は人間が世田谷の地に生活の根をお
ろした頃から，様々な営みをみてきたのであろう。
今年は昭和女子大学創立百周年，近代文化研究所設立五十周年の記念の年である。昨年五月の所員
会議で，本学が歴史を刻んできた根幹の地を見つめ直し，衣・食・住・環境・文化・文学・歴史など
の様々な研究分野から「世田谷」にアプローチして原稿を執筆し，特集号として『近代文化研究所紀
要』を発行することになった。本学の前身日本女子高等学院は大正九年九月に創設されたが，戦災の
ために全校舎が罹災し，昭和二十年十一月九日に現在の地，世田谷区三宿町の旧陸軍近衛野戦重砲兵
第 12 連隊跡（現，世田谷区太子堂 1-7）に移転した。今回載せられた論文の中で，「「世田谷」と下肥」
では一九二〇年代の世田谷が軍から大量の屎尿供給を受けていたことが記される。また，「火野葦平
と向井潤吉　――　従軍がもたらしたもの」では，世田谷に住んだ画家向井潤吉と，『糞尿譚』で第六回
芥川賞を受賞した火野葦平の接点が示された。『楡家の人びと』も世田谷区松原を舞台に戦前から戦
後を描く。世田谷の戦後建築，遠藤周作の本学での講演をもとにした考察，俳誌「風花」の同人須田
英子の活動など，本学と浅からぬ因縁をもつ「世田谷」の地は多様な面白さを秘めていた。
本号は新型コロナウイルス禍の中で，これまで当たり前に思っていた人と接して行う教育や授業の
見直しを迫られ，研究も思うに任せぬ中での作成であった。困難な状況下での執筆ではあったが，
「世田谷」のテーマが有する奥の深さを所員が実感し，過去から現在，そして未来へと継承されるべ
き研究の「視点」を示すことができたように思う。
「世田谷」の来し方行く末に思いを馳せながら，今後も近代文化研究の成果が発信されることを願
ってやまない。� （近代文化研究所所長　烏谷　知子）
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